
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自主・創造    第７号  令和８年５月２１日(木） 

       柏原市立国分中学校 校長室だより 

「 感謝を形に 」        ～5 月学校集会 校長先生からの話より〈再掲〉～ 

修学旅行や校外学習を楽しみにしている人も多いと思います。友達と行くバスの時間や、

見学する場所、買い物や班での行動など、わくわくしている人が多いと思います。その一方

で、この行事が無事に実現するまでには、たくさんの人の支えと準備があることも、少しだ

け想像してみてほしいと思います。 

●まず、皆さんを日頃から支えてくださっているご家族への感謝です。 

朝早く起こしてくれる人、お弁当や食事を用意してくれる人、用意を一緒に手伝ってくれる

人、皆さんが安心して出かけられるのは、そうした支えがあってこそです。どうか「行って

きます」「ありがとう」感謝の気持ちを伝えてから出発してほしいと思います。 

●次に学校の先生方や行事を支えてくださる多くの大人の方々への感謝です。 

学年の先生方は、行き先や日程を何度も確認し、事前に下見に出かけ、無事に行程が進めら

れるか検討を重ね、しおりを印刷し、係や役割を決めるなど、皆さんの目に見えないところ

で動いてくださっています。当日も、バスの運転手さん、宿の方々、見学先のガイドさんや

スタッフの皆さんなど、多くの方が皆さんの学びと安全のために動いてくださいます。 

●そして、忘れてほしくないのが、一緒に行く「仲間」への感謝です。 

同じ班の友達、自分ひとりだけでは、修学旅行も校外学習も、ただ場所を移動しているだけ

の時間になってしまいます。友達の一言や、班で協力して何かをやりとげた経験が、きっと

皆さんの思い出を豊かにしてくれることでしょう。 

●では、その感謝の気持ちを、どうやって形にすればよいのでしょうか。 

一番わかりやすいのは、あいさつや言葉にすることです。「お願いします」「ありがとうござ

いました」と、相手の目を見て、はっきりと言うこと。 

●もう一つは、時間や約束を守ることです。 

集合時間を守る、ルールやマナーを守るというのは、自分のためだけでなく、一緒にいる仲

間や、支えてくださる大人のためでもあります。誰か一人が約束を破ると、全体の計画がく

るってしまいます。逆に、一人ひとりが「迷惑をかけないようにしよう」「相手の立場にな

って考えよう」という気持ちを持てば、その集団はとても気持ちのよい、信頼される集団に

なります。 

●さらに、行事の中で困っている友達に声をかけたり、荷物を持つのを手伝ったりすること

も、「感謝」を行動で表す一つの形です。 

何かをしてもらったときに「ありがとう」と言うだけでなく、自分から誰かの力になろうと

すること。それが思いやりのある、温かい学年、そして学校をつくっていきます。 

今回、修学旅行や校外学習に出かける学年の皆さんには、ただ楽しい思い出をつくるだけで

なく、「感謝を形にする行事」にしてほしいと願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校内研修会 「ＡＥＤ・救命救急講習会 編」 

水泳指導が始まるこの時期に、例年、研修を行っています。今年度も 5 月１５日に、応急手

当普及員の資格を持つ養護教諭の金碇先生から、実演を交えて教職員で研修を行いました。参

加した職員は、1 つ 1 つの手順を確認しながら、応急手当トレーナーキットを用いて、ＡＥＤ

パッドを正しく装着し、胸骨圧迫を何度も繰り返し、練習しました。いざという時のために、

私たち教職員は、子どもたちの命を預かっているという自覚の元、研鑽に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

傘をさして、登下校するときの注意です。 

これから梅雨の時季を迎え、傘が活躍する機会が多くなります。そこで、今朝の傘をさして登校す

る様子を見て、気が付いた点を以下にあげます。 

☛視界の確保： 

傘で前方や左右の見通しが悪くなりやすいので、少し傘を上げて周囲をしっかり確認する。 

☛歩き方の工夫： 

足元が滑りやすいので、小さな歩幅でゆっくり歩き、水たまりやマンホールを避ける。  

☛周囲への配慮： 

傘の先端や水滴が周囲の人に当たらないよう、傘の高さや向きを意識する。  

☛強風時の対応： 

風で傘があおられると危険なため、無理に差さずレインコートを活用する。特に道路沿いでは突風に注意

が必要。 

☛横断時の注意： 

信号や車の動きをしっかり確認し、急な飛び出しをしない。傘で音も聞こえにくくなる点を自覚する。  

☛集団行動の意識： 

友達と横に広がって歩かず、一列になるなどして通行の妨げにならないようにする。 

※、特に、朝は通勤通学の時間帯と重なり、急いでいる人が多くいます。自転車やバイク、車と接触

してしまう危険性が高まります。身の安全を守り、周りへの配慮を忘れずに、登下校するよう心がけ

てください。 

このように広がると危険です。 立ち止まっての会話は危険です。 良い登校の仕方です。 


